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論 文 審 査 結 果 の 要 冒
食道癌は依然 として予後不良な悪性腫癌である｡本研究では､ヒト摘出食道癌組織
をmammaliantargetofrapamycih(rnTOR)とそのリン酸化活性化フォームの発現
に注 目し免疫組織化学的検討を行い､活性化フォームの発現が路床満期ステージと相
関することがまず確認された｡それに続き､mTOR特異的阻害薬であるテムシロリ
ムスのヒ ト食道京平上皮癌細胞株の増殖､細胞内シグナル トランスダクションに対す
る効果が試験管内実験で､さらにヒト食道京平上皮癌細胞株のマウス-の異所性なら
びに同所性移植後の腫癖増殖と生存に対する効果が評価された｡その結果､テムシロ
リムスは食道扇平上皮癌細胞株でmTORシグナル伝達を阻害することが示され､さ
らに食道癌においてmTORシグナル伝達経路が腫蕩増殖に重要な役割を果たすこと
が示唆された｡本研究は､新 しい食道癌治療標的を評価 した研究として価値ある業績
と認めるO
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
